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 沿道予測地点における重機等の影響を考慮した場合の予測結果 

① 二酸化窒素

工事用車両の走行による二酸化窒素（ＮＯ２）への影響の予測地点において重機等の影響を考

慮した予測結果は、表 1 に示すとおりである。 

工事用車両の主要な走行ルート沿道の主に住居が存在する側における工事用車両による窒素酸

化物（ＮＯｘ）の寄与濃度の年平均値は工事最盛期において 0.00009ppm以下となり、重機等の影

響の予測結果は 0.0062ppm以下となると予測された。 

また、二酸化窒素（ＮＯ２）の日平均値の年間 98％値は、0.028ppm以下となり、環境基準値を

下回ると予測された。 

表 1 工事用車両の走行による影響の予測結果と環境基準値との比較 

（二酸化窒素） 

予

測

時

期 

予測 

地点 

窒素酸化物（ＮＯｘ）年平均値 
二酸化窒素 

（ＮＯ２） 

環境 

基準値 

工事関連 

車両によ

る寄与濃

度(ppm) 

① 

重機等に

よる寄与

濃度 

(ppm) 

② 

バックグラウンド濃度 環境濃度

(ppm)

(=①+②+

⑤)

年平均値 

(ppm) 

日平均値

の年間

98％値 

(ppm) 

一般車両

による 

寄与濃度

(ppm) 

③ 

一般環境

濃度 

(ppm)

④ 

計 

(ppm)

⑤ 

(=③+④)

工

事

最

盛

期 

交通 1 

北側 
0.00009 0.0008 0.00100 0.009 0.01000 0.01089 0.0085 0.022 

1 時間値

の日平均

値が 

0.04～

0.06ppm

のゾーン

内または

それ以下

であるこ

と 

交通 2 

北側 
0.00006 0.0062 0.00074 0.009 0.00974 0.01600 0.0117 0.028 

注：バックグラウンド濃度の一般環境濃度は守山局の令和３年度年平均値とした。 

② 浮遊粒子状物質

工事用車両の走行による浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）への影響の予測地点において重機等の影響

を考慮した予測結果は、表 2 に示すとおりである。 

工事用車両の主要な走行ルート沿道の主に住居が存在する側における工事用車両による浮遊粒

子状物質（ＳＰＭ）の寄与濃度の年平均値は工事最盛期において 0.000003mg/ｍ３以下となり、

重機等の影響の予測結果は 0.0013mg/ｍ３以下となると予測された。 

また、浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）の日平均値の 2％除外値は 0.037mg/ｍ３以下となり、環境基

準値を下回ると予測された。 
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表 2 工事用車両の走行による影響の予測結果と環境基準値との比較 

（浮遊粒子状物質） 

予

測

時

期 

予測 

地点 

年平均値 

日平均値

の 2％除

外値 

(mg/ｍ３) 

環境 

基準値 

工事関連 

車両による

寄与濃度

(mg/ｍ３) 

① 

重機等によ

る寄与濃度

(mg/ｍ３) 

② 

バックグラウンド濃度 
環境濃度 

(mg/ｍ３) 

(=①+②+

⑤)

一般車両

による 

寄与濃度

(mg/ｍ３)

③ 

一般環境

濃度 

(mg/ｍ３)

④ 

計 

(mg/ｍ３)

⑤ 

(=③+④)

工

事

最

盛

期 

交通 1 

北側 
0.000003 0.0002 0.000034

0.014 

0.014034 0.014237 0.035 
1 時間値

の日平均

値が 0.10 

mg/ｍ３

以下であ

ること 

交通 2 

北側 
0.000003 0.0013 0.000025 0.014025 0.015328 0.037 

注：バックグラウンド濃度の一般環境濃度は守山局の令和３年度年平均値とした。 
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　凡　例

　　　 ：ボーリング位置（追加調査）

　　　 ：ボーリング位置（前回調査）

　　　　　　 　　　　　

　　　 ：KBMの位置

　 基準：T.P.基準
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地下隧道内 地下水をポンプアップ
して梅田川へ放流

地下水を汲み上げ
河川へ放流

駅前ビオトープは地下水を汲上げ
梅田川へ放流
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ムラタ事業の上流⼯程でもある新棟建設（設計段階・建設段階）によるCO2の発⽣抑制
についても積極的に取り組む。
・設計段階︓部材、製品製造時に発⽣するCO2の少ない材料を選定する
・ 〃 ︓リサイクル材料の採⽤
・建設段階︓CO2排気量の少ない機材、省エネ⼯法の採⽤、グリーン電⼒の⼯事利⽤など

守⼭新事業所ではScope3のCO2削減に向けても取組みを⾏う。建設時カテゴリ２
供⽤時︓ムラタグループ全体でカテゴリ１・４の取組みを⾏っていく
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図 10.7-3 電波障害予測結果 

CS 障害範囲 

BS 障害範囲 
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